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要 旨
ポス トモ ダン の時代は, 規範, 言説, 象徴, 記号, コ ー ドと い っ た社会を作る諸々 の文化装置が,
これまでの ように確固と した指示作用をせず, そ の 人為的構築物と して の側面が意識されるようになっ
た時代だ ｡ 本論で は, ポ ス ト モ ダ ニ ズム の旗手T ho m a sPymchon の代表作Gra vity
'
s Rainbo wを中心





シ ス テム の価値体系払 テク ノ ロ ジ ー , 産業資本主義, キリ ス ト教的道徳が
一 体化
した理念に収赦される｡ それはイデオ ロ ギ ー の網の 目によ っ て構造主義的に人間の思考に影響を与え
ており, 人 々 は必然的, 普遍的なもの と して こうした価値体系を受けとめて い る｡ しか し, ポ ス ト モ
ダ ニ ズム 的意識か ら文化装置を再考する時, その 一 義的拘束性, 人 工性, 窓意性, 他律性などの弊害
が露呈される｡ Pyncbo nは実験的手法を駆使 して , 文化装置に様々 な揺さぶりをかけ, 脱構築するこ
とで , こうした弊害からの脱出方法を読者に提示 して い る｡ 拙論では, こ の過程も考察することで,
文化のある べ き姿に つ い て検討 してみ る｡
キ ー ワ ー ド
ポス トモ ダ ニ ズム, 西欧近代文化, 規範, 人為性, 合理性, 拘束性,
I
Linda Hutcbe o nによると, ポス トモ ダニ
ズム の第 一 の 関心事は ｢私たちの生活様式の
支配的特徴の幾つ かを異質化 (非自然化) す
るこ とに あり, 私たちが深く考えず に く自然
なもの)と して経験 して い る様々 な現存物(資
本主義, 父権制度, リ ベ ラル ･ ヒ ュ ー マ ニ ズ
ム なども含む)は , (文化的なも の) - - 一私 た
ちに与 えられたも の でなく , 私たちが作っ た
も の - ･⊥ - である｣1)とい う事実 を表現する こ と
にある｡ モ ダ ニ ズ ム にお いて伝統的な価値体
系の 絶対的意味は崩れ去 っ た｡ そ の廃嘘 の上
に立 つ ポス トモ ダニ ズム の時代に あ っ て , 私
たちは社会を支配する諸規範や意味秩序を常
に人為的構築物として 眺め, そう したもの を
生み出す背後の 原理や力 の性質を意識せざる
をえなく なっ たの で ある ｡ 過去 の多く の神話
に見られる聖なるもの の論理で は , 意味や諸
規範は人間的次元を超越 した何らか の企 図の
産物と して捉 えられ , 意味を作り出す象徴的
場は社会や人間の外側 に措定され て い た｡ そ
の ため現実 と神話が語る事実の 間に隔たりが
あっ ても, 超越神がそう した隔たりを隠蔽す
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るカをも っ て いた｡ しか し現代におい ては, ｢聖
なるも′の｣ はすで に非神秘化され , 理性と科
学に置き換えられて いる ｡ 人間の生存の条件
は科学の発達によ っ て相対化され , 死すべ き
人間の 限界は無限に消失 しつ つ ある ｡ こう し
て近代の あらゆる言説 は先験的に存在する こ
とが認識論的に拒否されるように なり, そ の
非合理性や悉意性, 拘束性ばかりが目立 つ よ
うに な っ てきた のだ ｡ 超越神で は なく, 人間
が文化規範を作り, 社会を差異化 して･きた の
で あれば, なぜ特定の言説が規範とされ , 他
は位階的に 下位に属するも の と して 差別され
る のか ｡ 一 切の他律的, 悉意的, 不透明な言
説をそ の根源か ら見直し, 諸規範を生み出 し
た権力作用を分析する こと, そ して万人に納
得できる透明な意味秩序を模索するこ とがポ
ス トモ ダン の 主要関心事とな っ たの で ある ｡
ポ ス ト モ ダ ニ ズ ム 文学 の 旗 手T bo m a s
Pymcho nも例外 で は な い ｡ T he Cり･ing of
Lot4 9(1966) に登場するOedipa Ma r sは,
Tryste r oとい う秘密組織を探求する過程で ,
普段 はごく自然で当たり前の ことと して受け
とめてきた多く の 常識が通用 しな い 一 連の体
験をすることとなり, それ を契機に アメ リカ
の 正統的文化規範の意味を根本か ら問い 直さ
ざる をえなくな っ た｡ 次作Gy;a vity
'
sRainbo u)
(1973) で は文化規範 の再考とい うテ ー マ は ,
人類史全体か ら眺めた西欧近代文化 とい う 一
層広範な射程で追求されて い る｡ 登場人物は
第二 次大戦の 時代に生きながら, 紛れもなく
ポ ス トモ ダ ニ ズ ム の落 とし子で あり, 聖な る
論理 に慰めを見い だすこと-tまできな い ｡ 主人
公Tyr o n eSlothr opが追求するImipole xGは ,
神話原型と して重要な役を担う ｢聖杯｣ に 見
えながら, 決 して 本物 の 聖杯に はなりえない ｡
ポ ス トモ ダ ニ ズ ム の 聖杯は メチル ･ メ タクリ
ル樹脂 とい う化学合成物質で できた レプリカ
なの で ある｡
ー
クリ ス マ ス の 晩祷は ただ虚 ろに
響き, ｢偽物の幼子も, 王 国の誕生も告げず ,
こ の恐 ろ しい夜に暖を与えたり, 灯 をともす




害に取り囲まれたも の である ｡ 小説冒頭の 描
写には , その 点を意識する作者の思 い が小説





は ロ ケ ッ トの
飛来音であるが, ｢その昔を何と比較したらよ
い の かわか らない ｡ (3)｣疎開が続い て いるが,
｢すべ て 芝居 の 出来事の ようだ ｡｣ 暗闇の中,
落下するガラス によ っ て ｢目に見えぬ大崩壊｣
が起きようと して い る, と いう描写がある ｡
ここで ロ ン ドン を襲撃するV2ロ ケ ッ トとそれ
が引き起こす大崩壊は, 西欧文化 の伝統的言
説 を解体 しようとする作者の行為を表して い





の次元に属する ｡ そ の伝統や規範を再考する
には, 同じように伝統的記号論理に属する.リ
ア リズ ム 手法を道具にする ことはできな い ｡
キリ コ は ｢風景画家｣ と題する絵にお い て ,
風景をリアリズム 手法で キャ ン バ ス に描き ,
自然の再現 をめざす従来の 芸術理論を風刺 し
た ｡ 現代におい て は自然を指示できる とい う
考えは幻想に過ぎず, 自然, 歴史, 権力とい っ
た伝統的観念はすべ て 最終的な指示対象を喪
失 し, 意味作用をなさなくな っ た の で ある｡
こ のような西欧経験の 亀裂が こ の絵の 中に示
されて い るのだが, Arthur Kr okerによると
｢風景画家｣ は , 歴史的なも の の指示対象 の
拒否, 社会的なも の の 現実原則の拒否, 弁償
法的なも の の拒否という三 つ の拒否によ っ て,
現実を再現する伝統的手法 を批判 して い ると
い う｡ 3)pyn cho nも本作晶におい て 同様の戦略
を用 い て いると思われ る のだ ｡ とりわけ顕著
な拒否 の 姿勢は , 文化的 - ゲモ ニ ー で上位 の
規範とされる合理的思考に向けられて い る ｡ パ
ー トⅠ の扉を飾る の は神秘的思想家Ve mher
von Brau n の言葉だ｡ ｢ - - ･ 料率が これまで教
ピ ン チ ョ ン におけるポ ス ト モ ダ ニ ズ ム の カウ ン タ ー フォ ー ス
えてくれた ことや, これか らも教えてくれる
こ とのすべ て によ っ て , 死後も魂は生き続け
られるとい う私 の信念は 一 層強ま っ た｣ と霊
の不滅性を彼は述 べ て いる ｡ こ の言葉を実証
するか の ように, 作中の降霊会の場で は死者
は霊媒を通して 生者と交信をする｡ また実業
家LyleBla ndは時空間を自在に往復 し, や が
て死者の 住む世界 - 神秘的な旅立ちをするの
だ｡Bla nd は特異な体験により, 地球が生物で
ある ことに気づ いたが, 作品で は無機物は生
物と同 じ属性を持 っ て い る｡ 例えば ｢無数の
煙突は恥もなく息をして楯び - つ らい , その
ため黄色い太陽は身もだえする｡ (26)｣ ｢霧が
心地よくたちこ める日々 , 金属の 生き物は孤
独に パ ン ト マ イ ム をしたり, 分子と戯れ たり
して過 ごして いる(257)｣ とい っ た調子だ ｡ さ
らに作品には, 他人の 空想に入り込むとい う
奇怪な能力をもつ 人間まで登場する｡ だが合
理的論理 - の最大の挑戦は, 事実関係を混乱
させる矛盾 した内容の 描写にあるように思わ
れる｡ B ria nMcHaleも指摘 して いるが, 作中
の エ ピソ ー ドの 幾つ か は後に な っ てそ の信潜
性が否定され , 逆に最初は非現実的で あ っ た
事柄が後で現実味を帯びる ことがある｡ 4)特に
Slothr opが ロ ン ドンで結んだ性的関係を示す
地 図は, 因果律に反する現象として作中で重
要な役を果た して い るが, こ の地図に付けら
れ た印は信頼の おけない もの だと後に判明す
るの である｡例えば彼が女友達Da rle n eと未亡
人Qu o ad と一 緒にお茶を飲む場面は, 具体的
イメ ー ジに溢れて い て , 確固とした事実のよ
うに読者の 目には映る｡ ところがずっ と後に
なっ て登琴する探偵はこれが嘘だ と証言する｡
地図に書かれた名前と対応する人が見 つ か ら
ない ケ ー ス が他にも数多く あるという｡ そう
なると ｢彼が関係した女の 大半が現実の存在
で は なく , 彼の セ ッ ク ス の妄想だとい う可能
性ナら出てく るの で ある｡ (272)｣他にも′J､説
には登場人物 の 空想, 妄想, 創作シ ナリオ と
い っ た類の もの が頻出するが , それらと事実
37
との明確な区別がなされて いな い ｡ Slothr op
の ある朝の 目覚めの場面(392- 93)がそ の好例
だ ｡ こ こ で彼は映画 の フ エ イ ドイ ン とフ エ イ
ドア ウトの場面を夢見ながら, 睡眠 と覚醒 の
次元を往復する｡ 彼がい る部屋は映画 のセ ッ




こ の時彼には注射されたア ミタル ナ トリウ ム
剤 の影響がまだ残っ て い た｡ 夢, 覚醒 , 想像,
ドラ ッ グの影響, 映画 の虚構装置と, こ こに
は様々 な次元の 内容が混然として い る｡ 彼の
ImipolexG探求に象徴される真実の追求では,
その 情報源と して誰 しも似たように不合理な
情報に頼っ て い るの だ, と作者は解説すら加
えて い る｡
T ho s elike Slothr op, withthe gr e ate st
inte r e stin dis c o v e ring the tm 也, w e r e
thr own ba cko ndr e am s, psychic fla she s,
o m e n s
,
c ryptogr aphie s, drug･ episte m olo-
gie s, all dancing o n agr o u nd ofter r o r,
c o ntr adictio n, abs u rdity.(582)
Imipole xGの開発者に して , ドイ ツ近代化
学産業の重要人物として登場するDr.J amfの存
在に つ い ても最後に疑問が投げかけられ て い
る ｡ ｢Dr.Ja mf なんて人物は存在 しなか っ た
(738)｣,Slotbropの作っ た フ ィ ク シ ョ ンな の
だと｡ 合理的な論理思考に基づ いて作品解釈
を行おうとする読者にと っ て , これほ ど戸惑
わされるこ とはな い ｡ パ ブ ロ フ を信奉する行
動主義精神医学者Points m a nは, Slo也 mpの
因果律に反する不可解な勃起現象に対 して激
しい 苛立 ちを示 したが, 読者も同 じ苛立ちを
味わうの だ｡ 語り手はこれ を抑輸するように,




sRainbo wは読者 - の語り手 の語りか
けに より, 読者をも巻き込んで合理的論理思
考を再考するように促 して いる の である｡
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Ⅱ
V2ロ ケッ トの発射指樺官Blic e r oは,西欧近
代文化 の本質を ｢分析と死の秩序(722)｣ と称
して , ｢現代的分析｣をヨ ー ロ ッ パ の原罪と称
した｡ 確かに, 生きた現実世界は不確定なも
の , 矛盾するも の , 理性で は考え得ない もの
を含んで い る｡ こ の複雑さを理解 しようとす
る時, 私たちの 思考は必然的に単純化, 還元
化 の プ ロ セ ス を踏もうとする ｡ Je a n-Pie 汀 e
Dupuyによると, 複雑性を探求 しようとする
時, 私たちは弁別 し分析するための分離の プ
ロ セ ス , 観念的対象物を構築するための物化
の プ ロ セ ス , 現実物を観念的なも の に翻訳す
るための抽象化の プ ロ セ ス を経る という ｡ 5)
Blic e r oが ｢分析｣ と呼ぶ行為に は, こう した
プロ セ ス が介在 して いる の で ある. そ甲際問
題 となる の は, 複雑な現実を理解するための
単純化 が, 現実か らの承離や , 現実の損壊と
な っ たり, ある い は単純化による支配がなさ
れる傾向が ある ことだ｡ 換言すれ ば, 切断分
離せずに弁別 しようとする姿勢, ない しは単
純化 の 各々 の プ ロ セ ス の 弊害を除去する解毒
剤を用 い たり , 相互交流を しようとする姿勢
がない時に問題が起きるのだ ｡ ｢分析と死 の秩
序｣ とは, まさに単純化 の 弊害を指す ｡ つ ま
り単純化 したも の を, 自己の欲するままに支
配 し, 死んだも の のように固定的な秩序と し
て 取り扱おうとする西欧文化の 傾向を指 して
い る のだ ｡ こ の ような文化に と っ て , 時々 刻々
変化 して 止 まず , 流動する生命や自然 の姿は
脅威で ある ｡ 生命や自然の 多様性や異質性 は,
単 一 化 と同質化 に逆らい , 秩序を乱す邪魔者
となる ので あ る｡ だが , こ う した僚向は西欧
文化 に限らず, 人間 の本能の 一 般的特徴で も
あろう｡ 見習 い魔女Geliの思い はその ことを証
して い る｡
･ ･ ･hu m an co n s cio u spe s s,thatpo o r crip ple,
thatdefo m edand do o m edthing,is abo ut
tobebo m . T hisisthe lⅣo rldju stbefわr e
m e n. To o viole ntly pitched alive in
c o n sta nt flo w e v e rto be s e e nby m e n





tr a n sputr efiedto oilo r
c o al. Aliv e, it w a s athr e at: … that s o m e
spoile rbadtobebr o ughtinbefo r eitblew
the Cr e atio n apa rt. So w e, the crip pled
ke eper s, w e r e s e nt o ut to m ultiply, to
ha ve dominion. God
'
s spoilers. Us.
Co u nte r- revolutio n arie s. Itis o u r mis sio n
to pr o m otede ath.(720)
生 の現実があまりに激 しく活動 して い るた
め, これ を監視 して 制御するも の が いなけれ
ば, 神 の創造物は破壊されて しまう｡ だか ら
人間は制御する ｢反革命家｣ となり, 創造物













否定的修飾語 を人間に付けて いるが, 親状を
守り秩序を維持する行為は, 神か ら与えられ
た使命で あるとそ の役割を擁護 して い る｡ 西
欧文化は ｢分析と死 の 秩序｣ によ っ て現実か
ら帝離 し, 人工的, 合理的世界を志向するが
故に否定すべ きも の なの か , 監視, 制御する
こ とで破滅か ら守り, 秩序を与えるが故に肯





シ ス テ ム は , こ の 二 つ の 疑
問を常に交錯させながら様々 な問題 を提起 し
ている ｡
作品で ｢分析と死 の秩序｣ がも っ とも明確
に表れて いる の はテクノ ロ ジ ー 文化だが, そ
の象徴的産物はImipole xGである｡ プラス チ ッ
ク の新種 , 芳香性 の複素環式ポリ マ ー に属す
る こ の虚構 の 化学物質は , 化学合成史に 一 大
飛躍 をもたら したナイ ロ ン の発明か ら発展 し
て 生まれた次世代の合成物 とい う こ とに な っ
て い る｡ ナイ ロ ンが誕生 した時, 科学者は ｢も
はや自然の 意の ままには ならない ｡ 今や分子
の特性を好きなように決 めるこ とができる｡
さらに進ん で 分子 の 組立も可能なの だ(249)｣
と気づ い た｡ 事実ナイ ロ ン に代表されるプ ラ
ピ ン チ ョ ン に お ける ポス トモ ダニ ズ ム の カ ウ ン タ ー フ ォ ー ス
ス チ ッ クの 三 大特徴 一 強度, 安定性, 白さ
- は, 文字通り西欧文化が規範とする重要
価値に属 して いる｡Imipole xG を発明したJamf
は, 変化 しやすい柔軟なもの が隼命の核にあ
る こ とを ｢宇宙的な屈辱(577)｣ と感じ, 鉱物
の頑強さと安定性, そ してイ オン結合 のも つ
明噺さを愛した とい う｡ 近代テ クノ ロ ジ ー は
Ja mfの ような価値観か ら出発 して , 有限なる
自然の制約から解放され , 強度と安定とい う
永続性を保証するもの を人工物の中に追求 し
た ので ある ｡ 同様に, 同 じく科学者でもある
Blic e mはテ クノ ロ ジ ー を
"
m a s c ulin ete ch-
n ologie s(324)
"
と表現 して , その 背後にある
明噺な合理的秩序を志向する父性原理 を大切
にして い る｡彼の ロ ケッ ト0 00 00 は重力という
自然の 制約, そ して地上 の ｢女性的暗闇か ら
離れ , 愛す べ きだが移り気なる自然の エ ン ト
ロ ピ ー に抵抗する完全な シ ス テ ム(324)｣ を目
指 したの で ある｡
小説 の 背景となる ヨ ー ロ ッ パ社会を見て も
テ クノ ロ ジ ー の影響力は強大で ある ｡ ヨ ー ロ ッ
パ を二 度の世界大戦に突入させ , そ の歴史の
方向を統括した力 の根源 , い わば参謀本部は,
国家や政治にで は なく, 企業と連携 したテ ク
ノ ロ ジ ー の 関係者に置かれて い るの で ある ｡
一 般に マ ル ク ス 主義的, 古典的権力構造にお
いて は, 一 握り の資本家と搾取される多く の
プ ロ レ タリア ー トとい う見取り図の中で , 質
本家に権力は集中されて い る｡ 彼らは官僚的
形態をと っ て監視と制御, 特に禁止 と強制的
抑圧による秩序を通 して権力を行使するの で
ある｡ こ の ような資本主義体制の構図は, 小
説では常にテ クノ ロ ジ ー と合体 した形 をと っ
て い る｡ Imipolex Gの パテ ン トをもつⅠ. G.
Farben社は歴史の 中で勢力拡大 の道を辿 っ て
い るが, こ の会社は典型的なテ クノ ロ ジ ー 産
業に従事して いる ｡Ⅰ. G. Farben はス イ ス の企
業だが, V 2ロ ケ ッ トの誘導装置開発とい う課
題を前に して , ア メリカ のGe n eralEle ctric社
や ドイツ のSie m ens社とロ ケッ ト ･ カ ル テ ル
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を作る｡ ロ ケ ッ ト開発という現代テクノ ロ ジ ー
が要請するの は, 国益や 一 企業の利益を越え
た多国籍企業やカル テ ル で ある｡ こ う して r大
洋や表面的な政治を越えて か かる国家的なも
の , イ ンタ ー ナ シ ョ ナル や ロ ー マ 教会の よう
な自治形態 (566)｣ が出現 したの で ある｡ 止
まるこ とを知らな いテ クノ ロ ジ ー の 要請は,
やがて各種テクノ ロ ジ ー 間の衝突と覇権争い
- と発展 し, 第二 次大戦を招い たという解釈
も可能なの である｡
It m e a n sthis Wa r w a s n e v e rpolitc alat
all
,
thepolitic s w a s allthe atre, allju st to
ke epthe pe opledistr a cted. . . by the ne eds
ofte chn ology. . . T he r e alcris e s w e r e cris es
of allo c atio n and priority, not a m o ng
fin s- itw a s o nly stagedtolo okthatw ay
- but am o ng the di 触re nt Te chn ologie s,
Pla stic s, Ele ctr o nic s, Aircr aft, and their
n e eds which ar e u nde rsto od only by .the
ruling elite.(521)
権力を行使する手段となる監視と制御にお
い て も, テクノ ロ ジ ー の知識は不可欠な要素
だ ｡ 例えば1920年代の ドイツ で操作されたイ
ン フ レは, ｢サイ バネテ ック の伝統を熱烈 に信
奉する若者を制御力の仕事に駆り立て るため
(238)｣ のも の であ っ た , とい う 一 節がある ｡
こ の 時期には制御力訓練 の シ ス テ ム はまだ幼
児期にあ っ たた め, マ ル クの価値を 一 定に保
つ というフ ィ ー ドバ ッ ク ･ シ ス テ ム は図らず
も失敗に帰 した ｡ しか しその試み には, 科学
者Rola nd Feldspa他 の研究分野で ある制御シ
ス テ ム , 進路誘導方程式, フ ィ ー ドバ ッ ク ･
シ チ ュ エ ー シ ョ ン の知識がまぎれ.もなく活用
され て い たの で ある｡
だがテ クノ ロ ジ ー が資本主義と不可分 に結
び つ い た未来は決 して 明るい も ので はない ｡ (
科学者Keku16の夢に登場するウロ ボ ロ ス の蛇
は , 皮肉な形で しか作用 しない のだ ｡ 世界を
ぐるり と囲み, 自分 の尾 を口 にく-わえたこ の
巨大な蛇 は , 本来 ｢世界は 閉 じたもの で , 循
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環 し, 反響 し, 永遠に回帰する(412)｣ とい う
自然の 摂理 を表して い る｡ しか し科学者の欲
望は自然の制約を拒否する ｡循環 を侵害 して ,
生産性 と利益を無限に高めようとする資本主
義シ ス テ ム と結託するの だ ｡ こ のように して
地上 の 生物や資源は浪費され , エ ネル ギ ー は
奪われ , や がて供給が追い つ か なくなる時,
崩壊が訪れる ｡ それは丁度 ｢自殺 マ ニ ア の運
転する バ ス ｣ に乗 っ て い るようなも の なの で
ある｡
テ クノ ロ ジ ー が作 っ た画期的製品プラス チッ
クには , 強度, 安定性の 他に, 自さとい うも
う - ? の特性があ っ た｡ 自さとは , 白人文化
の象徴的色彩を文字通り表すと同時に ,通常,
黒で表される罪や汚れ, 死とい っ たネガテ ィ
プな要素を忌避, 抑圧 して , 隠蔽する対立概
念を表して い る ｡ トイ レ の便座が白い 陶器で
できて い るの も, 排椎物が ｢白人が恐れる色,
死の 存在(688)｣ そ のもの で あり, 抽象的な死
で はなく ｢硬直し, 腐敗 した死体｣ に近 い故
に隠蔽する必要があるか らなの だ｡ 白い陶器
は, い わば ｢無臭の 公認された死の象徴｣ な





シ ス テ ム の側 に生
きる人 々 は皆,白いイメ ー ジに覆われ て い る｡
Blic e r oのSS内で の コ ー ド ･ ネ ー ム , W ei-
s s e m annは ドイ ツ語で ｢白い 人｣ を意味する｡
彼の ロ ケッ ト00000の打ち上げ日が近づくに っ
れて , 彼は ｢冬に向か っ て成長 し, 白さを増 し
て いく(666)｣ わけだ｡ 一 方, ロ ケ ッ ト内で は
1mipolexG製の白装束で全身を覆 っ たGottfried
が, ロ ケ ッ トの 燃焼終了 と共に理想の 色, 白
色に包まれるの で ある ｡ 他にもイ タリア語 で
自を意味する名前をもつ Bia n c a, ｢魂の白血病
(658)｣ に かか っ た r白い女｣ Katje, 純 白の
色を した船An ubis号等々 と小説には白のイメ
ー ジが溢れて い る ｡ それに対 し, 抑圧され た
罪 , 汚れ を象徴する黒は徹底的に排撃され て
いる ｡Bad Ka r m aで の Ma rgheritaErdm ann
の ユ ダヤ人殺 しは , その 一 例で ある｡ 自己 に
流れる ユ ダヤ人の 血に対する抑圧され た恐怖
を, 彼女は他の ユ ダヤ人を殺害する こ とで解
消 しようと した｡ また ロ シ ア 人Tchitcherin e
が彼の異母弟Enzia nを執袖に探し続け, 殺そ
うと考えたの も同様の 動機による ｡ Enzia nに
はア フ リカ のHe r er o族の血 , すなわち黒人 の
血が流れて い るため, Tchitcherin eに と っ て
は ｢彼の 分身, 彼の内面に ある黒い 異形, 徳
が - - t ･排除する必要がある何か(499)｣を意味
して い た ので ある ｡ 西欧に とっ て , ア フ リカ
の植民地は単に安い労働力や海外市場を提供
する場で あるだけで は ない ｡ キリス ト教文化
が罪の名で抑圧 してきた総て の もの を吸収 し
てくれる, い わば r ヨ ー ロ ッ パ人 の魂の 屋外
便所(317)｣ の機能も持たされて いたの で ある｡
社会で抑圧され , 許されない数々 の禁断の行
為も, 西欧の 文化規範が及ばな い異教の 地で
は放任され , 沈黙が総て を飲み込んでくれる
か らで ある｡




シ ス テ ム が表す西
欧社会の価値体系とは , テ クノ ロ ジ ー と資本
主義産業, そ してキリス ト教的道徳が 一 体化
した理念に最終的に収赦する の で ある｡
Ⅲ





シ ス テ ム も例外で はな
い ｡ 登場人物は 一 見, 自律 した意志をも っ て
行動する自由な人間 の ように見えるが, 本当
は監視され, 様々 な形 で制御されて い るこ と
を語 り手は頻繁に暗示 して い る｡ 科学者Webley
Silve m ailが実験中に抱い た疑問は, 彼らの 置
かれた状況を極めて ア レ ゴリカ ル に物語 っ て
い る ｡
Fr o m ove rhe ad
,
fr o m aGe m a n c a m e r a-
a ngle,it oc c urs to WebleySilve m ail, this
lab he r eis als o a m aze
,
i'n'tit n o w. . . be-
haviorists run thes e aisle s oftable s and




mic e. Reinforc e･
m entfo rthem is n ot a pellet of fo od, but
ピ ン チ ョ ン におけるポ ス トモ ダ ニ ズ ム の カ ウ ン タ ー フォ ー ス
a s u c c e s sfu le xperim e nt. But who w atch-
e sfm m above, who notes their r e spo n s e s?
(229)
迷路に入れたネズ ミ の反応 を監視 し, 餌で
制御する科学者とい う構図か ら,Silv e m ailは
類推によ っ て さらに大きな監視制御構造を想
像して いる ｡ も し人間がこ うした構造の中に
い るの ならば, 人間には自由がな い こと, 人
間はシ ス テ ム の都合に合わせ て ｢分解され ,
組み立て直される(230)｣宿命にあることを彼
は悟るの で ある ｡Silv e m ailは監視制御する主
が誰であるか解らなか っ たが, こ こにポス ト
モ ダニ ズム 的権力の問題が潜んで いる ｡
監視制御する主を特定できる古典的権力の
概念の中では, 登場人物は人間性に関する深
刻な問題 にぶ つ かるということはない ｡ 技術
者P6klerが, 毎年, 夏の 一 時期のみ再教育収
容所にい る娘IIs eと会うエ ピソ ー ドがこれに該
当する ｡ こ こで は娘を人質に してP6klerを ロ
ケ ッ ト開発に専念させようとして いる の はナ
チス で ある ことは歴然として いる ｡ ｢彼らは総
て を知っ て い るに違い ない ｡ 今回 の こと総て
を｡ ベ ッ ド, 整理ダンス , ス タ ン ドの電球を
備えたこ の 粗末な寝室 のように , 彼の人生は
総て筒抜けな のだ(408)｣ と, 彼は自分の置か
れた状況 を掌握 し, 手段 を選ばぬ組織の性質
を見抜いて い る｡ 毎年会う娘ですら同 一 の娘
で はなく , 少 しずつ 成長し, 変身して いくIIse
とい う娘を別 の 女の 子が演じて い るの かも し
れない ｡ つ まり映画フ イ ル ム の 各 コ マ を連続
して投影すると人間には動いて い る映像に見
えるが, 彼らはこ の原理 を応用 して彼を操作
して い るとまで , 彼は疑っ て かかる｡IIs eと近
親相姦を犯 したの も (彼 の想像か , 事実か は
不明), 組織 の作為 を疑 っ て い るうちに , 娘に
距離を置い て摸する冷ややか な態度が彼 の心
に育て しま っ た結果と解釈できるの だ｡ こ の
ようにP6kle rの 親子関係は組織 の 介在によ っ
て 歪ん だも の にな っ て しま っ たが , 彼 の人間
性を破壊するまで に は至 っ て い な い ｡敗戦後 ,
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強制収容所を訪れた彼は, 見ず知らずの 女に
生活 の た しにと金 の指輪を与 えて 去 っ て いく ｡
こ の 最後の場面は, 長年の 間, 一 方的に組織
に制御され続けた自分に対する無力な悲 しみ
の中で , なおも生き続ける彼 の人間性を証 し
て い る｡ 電球Byr o nの場合も同じで ある ｡ 不死
身の運命をもっ て生まれ つ いたByr o nを監視し,
殺 し屋 を差し向けた の は, 国際電球カ ル テ ル
Pbo ebu sで ある｡ 電球の価格を決定 し, 世界
的規模で 電球の寿命を統 一 して安定した利潤
を得ようとする資本主義企業の 典型P hoebu s
にとっ て ,不滅の存7B yr o nは市場の脅威とな
るの だ｡ P bo ebusが制御 して い る領域は, 異
分子Byr o nの監視以外にも複雑多岐にわた っ て
いる ｡ 科学理論に基づく消費者の 心理操作,
電力業界と の共存, 国際関係や他の企業 - の
配慮, タ ン グス テ ン ･ フ ィ ラメ ン トの 生産量
の調整, とい っ た事柄がそれで ある｡Bym nは
｢(Pho ebu s)の 真実を知りながら, 無力で何
も変革で きず, 和久に存在 し続けるように運
命づ けられ て いる ｡ (655)｣ しか し, 彼の フラ








ス テ ム の場合で は, 換作主を 一 つ に特定でき
ない が故に, い ささか様相が異な っ て い る｡
Points m a nを中心 とするT he W hite Visita-
tio nの執扮な監視が措かれは いる が, 彼 らが
Slotbmpを何ら制御できない で い るこ とは明
白で ある ｡ 彼らはSlothr opの因果律に反する
勃 起現象 に 逆 に 振り 回 され る 有り 様だ ｡
Points m a nが計画した大蛸G rigori に襲われる
美女Katjeという場面も ,Slothropは狂言芝居
であるこ とをすぐに見抜いて いる｡ しか しパ ー
トⅠⅠの 最初に描かれた こ の事件は ,T heWhite
Visitatio nという古典的換作シ ステ ム と同時に,
より根 の深 い構造主義的換作シ ス テ の存在を
彼 に初めて意識させた, という点で は重要な
意味をも つ ｡ 彼は これ を ｢目に見えるもの の
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背後に別 の秩序を探 し求める ピ ュ ー リタ ン 的
な条件反射,別名パ ラノイア(188)｣と呼んだ ｡
彼 の家系 に流れる ピ ュ ー リタ ン の血は , 1630
年に総督W inthr opが率い た清教徒の移民船隊
にまで遡る ことができる｡ 先祖は皆 ｢数値の
遠近にかかわらず, デ ー タの 背後に神の 超自
然的確実性(242)｣ を感じて い た｡ 周囲の 事象
や自然に神意を読みとっ てきたのだ｡Slotbr op
の 代に至 っ て は, 神意を読み とるこ とヰまもは
や不可能とな っ て はい る｡ しか し彼はそ の代
わりに , 自然科学の知が証明す る客観的に偶





シ ス テ ム という別 の秩序構




シ ス テ ム の 存在を感 じると同時に,
自身の中にピ ュ ー リタン 的条件反射とい う 一
つ の反応 シ ス テ ム が埋 め込まれ て い るこ とも
自覚 して い る｡ つ まり事物を無表象と して 眺
める の で はなく , 特定の意味秩序を与 えよう
とする反応が彼を制御 して い る のだ ｡ こ こに
人 間を洗脳 し, 一 定の考え方や規範, コ ー ド,
パ タ ー ン を押 しつ ける構造主義的権力の 存在
が暗示 されて いる ｡ ピ ュ ー リタ ン的条件反射,
｢アメリカ人の他の無意識の反応(197)｣, ｢言
葉に とり輝かれ た ピ ュ ー リタ ン(207)｣等々 に
よる制御以外にも , Slotbropの ｢脳 を掘り返







の ム ー ヴィ オ ー ラ ･ フ イ










レ ー ム ｣ を通 して 見せ る の もそ の ため の 一 つ
の方法だ ｡Slotbr opは, 父 と実業家Bla nd との
取引に よ っ て , 赤ん坊の 時にDr.Jamf から性
的条件反射の 実験 を受けて いる ｡ そ の 時の 条
件付けとなる物質がImipolex G であり, こ の
条件反射 は彼 が大人に な っ た今も解除されず




に よる制御を象徴的に表 して い る｡
Imipolex Gは , 既に述 べ たように西欧文化 の
規範となる三 大要素を兼ね備 えたプラ ス チ ッ
クに属する人 工化学物質で ある ｡ そ して こ の
物質は, 資本主義の典型的巨大カ ル テ ル と近
代テクノ ロ ジ ー の 協力によ っ て作りだされた｡
しかもImipole xGによる条件反射実験は, 行
動主義心理学の研究の中で行われて い る｡ 資
本主義経済の 主要問題 は, こ の 実験が行われ
た1920年代に生産か ら消費に移行 したが, 潤
費の研究は行動主義心理学と密接に関わる ｡
さらに こ の実験に協力 したの は , アメリカ 実
業界の大物Bla nd と製紙会社を営むSlotbr op父
親で ある ｡ 実験依頼の交換条件は, ドイ ツ経
済を立 て 直すため の緊急紙幣製造の 大仕事で
ある｡製紙会社の仕事は , ｢三 つ の アメリ カ の
真実(28)｣ , すなわち ｢金 , 御言葉, 排壮｣ と
関わる紙幣 ･ 株券,新聞紙, トイ レ ッ ト ･ ペ ー
パ ー の 製造である ｡ こ の ように見ると, 西欧
社会を支える重要要素が総てSlotbmpの実験
の 中に収赦 して い ると言 っ ても過言で は ある

















の白 いメ ト ロ ポリス を代表するもう 一 つ の オ
フ ィ ス(285)｣*1なの で ある｡
Ⅳ
The Crying ofLot 49 の主人公Oedipaは ,
Re m edio sVa r oの絵 ｢大地 の マ ン トを織り紡
ぐ｣ を見た時, 絵の 中の 乙女 の ように, 彼女
もまた塔の中に幽閉され , 固定された世界像
を織らされて い る こ とに気づき, 幽閉か らの
解放を願 っ た｡ 彼女 を幽閉す るもの は ｢匿名
の悪意をも つ魔法の力 で , 外部か ら理由もな
くや っ てくる｣
6)の で あり, 彼女もまた己を括
らえて い る主を特定できなか っ た｡ こ の作品
ピ ン チ ョ ン に お けるポス トモ ダニ ズ ム の カ ウ ン タ ー フ ォ ー ス
の 場合, 塔か らの脱出は, 日常の普通 の世界
とは異なる世界, つ まり表社会か ら隠されて




s Rainbo u)でも, 作者
は本質的に は 同じ作戦をとっ て いる ｡ しか し
その方法は前作より遥か に手 が込んで い る ｡
まず最初に注目すづきは, 文化によ っ て汚
染され て い ない始源の世界 - 立ち返ろうとす
る姿勢である｡ 完全な原初の世界は不可能で
あるか ら,幾つ か の疑似世界が提示される｡ ｢土
地 には まだ値段がなく, 眼は純粋無垢 で , 刺
造主 の存在がずっ と直接に感じられた(214)｣
19世紀の ア メリカ西部の荒野や, ガウチ ョ が
活躍 して い た昔の ア ル ゼン チ ンがそれだ ｡ 昔
の アル ゼ ン チ ンは ｢全く何も書き込まれて い
ない ま っ さらな紙(264)｣ で , パ ン パ は ｢尽き
るこ となく , 囲いもなく｣ 広 がり, 中央の ブ
エ ノス ･ アイ レス を頂点 とする - ゲモ ニ ー か
ら解放されていた｡あるいは ロ シアの昔のKirghiz
も疑似世界を表す｡ ア ル フ ァ ベ ッ トがまだ導
入されず,話 し言葉と体の触れあい の みで人々
が 一 つ に つ なが っ て いた昔だ｡ ｢Kirghizの光｣
という歌の中では, ｢言葉は知られず(358)｣,
r神はKirghizの光と して現れ｣, 人 々 は ｢赤
ん坊の ように大地 を感じる｣ , と文化の介在な
しに世界 を感じる神秘的世界が歌われて いる ｡
もう 一 つ の始源復帰はZoneにおい て実現さ
れて いる ｡ 終戦直後の ヨ ー ロ ッ パ は, 総て の
機能が 一 時的に停止 して , 宙ぶらりん とな っ
た ｢空位時代｣ を迎えたからで ある ｡ Zo n eで
は社会シ ス テ ム がこれ まで制御 してきた秩序
が消えをり, 混沌とした根源的状態に逆戻り
して い る ｡ 組織が消失 したため , 様々 な取り
決 めは個々 の ケ ー ス に合わせて なされる しか
ない ｡ も の を人為的に分断する ｢境界線｣ は
ぼけ, ｢尺度は非常に混乱して いるのだ｡ (501)｣
こ の ような既成体制の崩壊跡に は , 無表象の
原初の姿が出現するだけで はない ｡ 全て が 一
掃されたが故に, 西欧社会の既成の - ゲ モ ニ ー
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が軽んじ, 敵視してきたもの が, 等価 の重み
をも っ て浮か び上がり, 新 しい選択の対象に
なるの だ｡
… m aybe fo r alitde while al the fe n c e s
a r edo w n
,
o n e r o ad a sgo od a s an othe r,
the whole spa c e of 也e Zo n e cle a r ed,
depolariz ed, a nd s o m e whe r ein side the
w a ste ofita singlesetofco o rdin ate sfro m
which to pI ℃C e ed, witho ut ele ct,witho ut
pr eterite, witho ut e v e n n atio nalityto fuck
itup … .(556)
Zo n eの廃城でSlothr opが考えるように , 西
欧文化の 固定的視点を突き崩す第二 の方法は,
社会が否定 し, 抑圧 して きた対立概念を再考
するこ とで , 既成の座標軸をずらす方法で あ
る ｡.彼の先祖, W illia mSlotbmpが唱えた異
端思想もそうした試み の 一 つ で ある｡ カル ヴィ
ニ ズム の ｢選民｣ と ｢見捨て られた者｣ とい
う二 つ 分類は, これ まで の人間 の差別 の元凶
とな っ て きた ｡社会には 一 握りの エ リ ー ト(-
選民)の 下に, 多く の 見捨て られた者がい る｡
も し天地創造にお いて , あらゆる対立物が同
等なもの と して創られた ので あれば, イ エ ス
と共に ユ ダも人 は愛さなければならな い ｡ 見
捨て られ た者がい るからこそ , 選民ができた
の で ある｡ こ の ようなW illia mの異端論は, 前
作で重要な役をするTⅣster o組織が主張 した
論を引き継ぐもの で ある こ とは明白だ｡
西欧とは対照 をなす世界, すなわち対立概
念の双方が等価で共存 し, 調和を保 つ 卓陀羅
の世界は, 異教の 民Herero族 の中に見 い ださ
れる｡ He r e r o族の村は部族の理念を具現する
ように卓陀羅の形 に作られ , 男が南に, 女は
北に住む｡彼 らの生活 の 柱となる受精 ･ 誕生 ,
活動 ･ 火 , 息 ･ 霊魂, 準備 ･ 建物は, 各々 対
照の 位置にありながら 一 体化 した形 をとっ て
いる ｡ 密教仏教などの宗教儀式に用 い られる
卓陀羅 は , 人類最古の重要な元型に属する｡
ユ ン グによると, 卓陀羅は人間 の集合的無意
識下 に潜在する人間性 の深 い本質を開示 し,
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胎児的萌芽状態の ままで いる人格を全面的に
実現 しようとする心の 自律作用が, 無意識の
うちに外部に投影 した図像で ある ｡ 垂陀羅に
は , 心の 中の 一 切 の対立要素が解消されるこ
とで もたらされる完全に調和 した世界が表さ
れて い るの で ある ｡7)He r eI℃族の神は, 創造者
で あると同時に破壊者で もある双面神だか ら,
こ の ように対立物を統合 しようとする彼らの
態度はごく自然なものだ っ たので ある｡He r e r o
族は自然の摂理に従うことを大切にする｡Enzia n
の ロ ケ ッ トも, ウ ロ ボ ロ ス の蛇 の ごとく 円環
運動によ っ て永遠に続く世界の実現をめざす｡
自然のサイ ク ル を断ち切り , 離反 しようと企
て られたBlic etoの ロ ケッ トとは対照的な存在
なの で ある ｡
伝統的規範が条件反射的に人 を呪縛して い
る場合は, 精神医学における催眠療法 によ っ
て抑圧 された対立概念を解放する ことも ー つ
の方法だ ｡ Slotbr opが ハ ー バ ー ド大学時代に
Ros ela ndダンス 場 の トイ レ の便器に落とした
ハ ー モ ニ カを追 っ て下水管を下る シ ュ ー ル リ




んで い る｡ ｢悪臭を放つ 未知 の暗闇(64)jとい




モ 行為を強制 しようとする黒人Malc om(ブラ
ッ ク ･ パ ワ ー の指導者Malc o mX)の幻想には,
性 的タブ ー や , 選民と見捨て られた者の構 図
か ら派生 した人種差別 - の意識が暗示されて
い る｡ さらには ハ ー モ ニ カ に , 正統的楽器の
範噴か ら排除された ｢他者｣ の役割 (カ ズ ー
も同 じ役をする), あるい は清教徒社会が抑圧
す る感覚的快楽を読みとる こ とも可能だ ｡ こ
う した無意識下に抑圧 された全て を, 意識 の
世界 - 解放し, 再考す るこ とが , 調和ある新
しい世界 - の 一 歩となるの で ある｡
作品では対立概念は常に共存 して い るが ,
そ の間にイ ンタ ー フ ェ イ ス が 介在 して , ニ つ
の 空間は分断されて い るこ とが多い ｡ ロ ケ ッ
トの弾道は, 燃焼終了点で , 重力 - の 反逆か
ら従属 - と切り替わる . 画家エ ッ シ ャ ー が rメ
ビ ウ ス の帯Ⅱ｣ や ｢空間の 螺旋｣ などの 一 連
の作品の中で描い た世界の ように, 創造と抹
潤, 生成と根絶とい う二 重運動がその 弾道の
中に見事に融合されて いる の だ｡ しか し人間
はこれ を二 重積分を通 して理解 しようとする ｡
そ の際, ロ ケ ッ トの 動きは燃焼終了点で空 間
に凍結 した形で理解される｡ ｢決 して発射され
なか っ た し, これ からも決して 落ちな い の だ ｡
(301)｣ こ のように 二 重積分は , 人為的イ ン
タ ー フ ェ イス を作り, 二 つ の空間を分離して
しまう｡ だが ｢特異点｣ (singula rpoint)は ,
異質の秩序空間の共存を私たちに思 い 起こ さ
せる ｡ ｢大聖堂の尖塔｣, ｢剃刀 の刃｣, ｢バ ラの
刺｣, ｢列車の進路を切り換える線路の ポイ ン
ト｣ ｢雷の直撃の 一 瞬｣等は全て特異点となる ｡
雷にうたれると人は ｢人生曲線の 断絶(664)｣
を経験 し, ｢これまで いた所と同 じに見えなが
ら, 違う世界｣ が見えてくるとい う｡ 飛行機
で 空と雷雲のイ ンタ ー フ ェ イ ス ,すなわち｢美
しい低地と雷神Do n a rの狂気の間の境界(455)｣
に身をおくと,別 の 感覚を知 らされるとい う｡
堅 いイ ンタ ー フ ェ イ ス は , 害虫として駆除さ
れる ゴキ ブリによ っ て 喫み ちぎられ , これ ま
で の ｢不思議なべ クトル の束を崩壊させる(174)｣
必要がある のだ ｡ こ の ように対立する 二 つ の
空間に身をおけば, 異質の経験が同列に並び ,
ありえな い均衡 が実現され る ｡ そ の時 , ニ つ
の 世界は単なる位相空間的な関係で ある こ と
を止 め , 互 い が逆転 し, 溶解 し, 新 しい 世界
が誕生する ｡ 海賊 の屋上庭園で育つ バ ナ ナ と
動植物の腐敗物からなる表土の 関係の ように ,
二 つ の世界は絶えざる循環的交換 の 中で こ そ,
互 い を条件づけ合う役 を得る のだ ｡ 或い は ま
た, ロ ケ ッ トの燃焼室で作用 しあう燃料 と酸
化剤 のように ,対立概念が統合されることで ,
共謀者とな っ て 一 つ の機能 を臭たす の だ ｡
ピ ンチ ョ ン にお けるポス トモ ダ ニ ズム の カウ ンタ ー フ ォ ー ス
伝統的思考を脱構築するもう 一 つ の方法は,
事物の多義性を提示する手法である ｡ 例 えば
ロ ケッ トに は様々 なイメ ー ジが付与されて い
て , 最終的に 一 つ の 意味に収赦させ るこ とは
不可能に近 い ｡ だが先述 したように, 合理的
明噺さを尊重する文化傾向に縛られた読者は,
各自の論に従 っ て 一 つ の 固定的意味を読み と
ろうとする(筆者も例外で は ない)｡ かく して
膨大な数の ロ ケ ッ ト像が, こ れまで の批評書
を賑わ してきたわけで ある｡ 作者はこ うした
反応 に挑戦するか の ように, 物語 の最後の 方
で ロ ケッ トの解釈の範囲をさらに広げ, 私た
ちの解釈の妥当性に疑問を投げか ける ｡ カ バ
リス ト, マ ニ 教徒, グノ ー シ ス 主義者, カタ
リ派, 魔術結社 ｢黄金 の夜明け｣ 等による ロ
ケッ トの多様な解釈がそれだ ｡ 多義的解釈は
一 義的, 固定的意味に拘束された文化規範の
拘束性を打破するための武器とはなる｡ けれ
ど, こ の武器が実際に 一 人の人間の 内面 に持
ち込まれた時, 本当に力を発拝するのだ ろう





シ ス テ ム の
本性は,彼の体に条件反射を起こさせるImipole x
G という極めて象徴的な構造主義的形態をとっ
て い た｡ こ の こ とに気づ い たSlothropは, 全
て の 制御を断つ 手段と して反 パ ラノイ ド - の
変身とい う過激な対抗手段 に訴えた｡ 反パ ラ
ノイ ドとは, 多義的意味を 一 挙に突き抜けた
先にある, 一 切の 意味秩序が解体 した精神世
界をさす｡ ｢す べ てが他のもの との関係を失 っ
て いるか ら, 長い 間, 耐える こ とは不可能な
状態(434)｣ で ある｡ だがこ の時に こそポス ト
モ ダニ ズヰの典型的解放の体験が訪れるの で
ある｡ 彼 をこれまで拘束 して い た意味秩序は
消えて , ｢屋根がなくなり,無防備だが中心を
もたない ｣ 意味空間に彼は身をおく ｡ それ は
丁度, 彼が見つ める廃嘘 と化 した ヨ ー ロ ッ パ
の風景と同 じで , 自由では あるが, 何も意味
をもたない 不毛な世界 でもある｡ すべ て は単
なる ｢厚紙｣ で できた, 無表象の虚無の世界
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を裏切るこ とも気にならず, 義務感も生 じな
くな っ て いく ｡ (490)｣さらには因果律によ っ
て繋がる過去 , 現在, 未来の 時間感覚が断ち




彼の ｢も っ ともら しい中立(510)｣.とは, 理性






シ ス テ ム 側の伝統
的概念で 見れば, さ しずめ ｢羽 をむ しりとら
れたア ル バ ト ロ ス(712)｣で あり ,そ の姿を｢明
確に識別 し, 拘留するこ と｣ は不可能な ので
ある ｡
反 パ ラノイ ドになることで , Slotbm pは虹
の 中に十字路の形で大地に横たわり , 白ら垂





シ ス テ ム の 意味秩序を失 っ て , 彼の
人格は分裂 し, 統 一 性をなく し, そ の存在は
周囲の 人からは見えなく な っ て しまう｡ 周囲
の 人だけで はない ｡ 読者にとっ て も, 作者自
身に とっ て も, そ のような人間を概念と して
すら統合するこ とは不可能で あろう｡ 事実,





- 計画は失敗した ｡ 彼は組立られる代わり




シ ス テ ム か らの解放とい う実験の中で , 作者
はSlothr opの変身を通してrカウンタ ー ･ フ ォ ー
ス ｣ に属する新 しい人間を創造 しようとした｡
だがそれカ亨失敗で あ っ た こ とを認 めざる をえ





シ ス テ ム は, 西欧近代文化 の
諸規範を表 して い るため, そ の守備範囲は広
範なカ テ ゴリ ー を含ん で い る｡ 諸々 の 性的タ
ブ ー や上 品な伝統 , 生理的に不快なも の を否
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定する,とい っ た今日では悉意的に見える 7hey
'
の 差別 に対 して なら, 比較的容易に反逆を企
て る こ とができる ｡ Krupp社の パ ー テ ィ ー を
襲撃して ｢鼻汁ス ー プ｣, ｢膿プテ ィ ング｣, ｢月
経 マ - マ レ - ド｣, ｢よだれ ソ ー ス か け性病野
菜｣, ｢陰部軽焼き パ ン｣ 等々 と不快な言葉を
果て しなく浴びせる行為ならば,カウ ンタ ー ･
フ ォ
ー ス の メ ン バ ー は 一 致団結できるの だ ｡
だが, 父性原理を導入 した権力 の中枢の 実体
を公開 しようと して冷蔵庫に入 る ｢じたばた
四人組(675)｣ となると事態は 一 転する｡ 父性
原理 の ような己の内なる理性の 営み と直接関
わる事柄を相手 に しようとすれば 一 筋縄 で は
い か ない か らだ ｡ ｢不平や気ま ぐれ , 妄想, バ
カ 騒ぎの混乱(676)｣ か ら行動を起こ し, ｢苛
立 ちや憂うつ , 酔狂や恨み｣ で戦う ｢じたば
た四 人組｣ に勝ち目はな い の だ｡
Slotbr opの分裂と解体, そ して ｢じたばた





テ ム の中心 に君臨する理性 の 真実を知り , 理
性 により疎外され た ｢他者｣ を解放 して再考
する こ との難 しさである ｡ それはフ ー コ ー が
『狂気 の歴史』 の中で悪戦苦闘 した試みと同
じものだ ｡ *2フ ー コ ー は西欧近代史を理性によ
る支配 の 歴史ととらえ, 理性 により拒否され,
監禁されて沈黙を強い られた理性ならざるも
の , すなわち ｢狂気｣ の歴史を書く こ とで ,
理性 の 限界を乗り越える可能性 を模索した｡
しか しデリ ダが指摘するように , 合理的, 検
閲的言葉で ｢古典的理性 の網の 目に捉われ麻
癒 して しまう より以前 のまだ息づき抵抗 して
い るような, まだ馴致されて い ない 狂気そ の
も の の歴史を書く｣
'8)には , 多く の 障害を克服
しなければならな い ｡ 理性 の側に立 つ 言葉も,
狂気 を支配 し対象化する精神病学の用語も使
用 を控 えな ければならな い . フ ー コ ー の いう
｢沈黙の考古学｣ という捉 え方 にも問題が あ
る｡ だが何よりも大きな障害は , ｢理性 に対 し
て異議申し立て ができる のは理性のみで ある｣ 9)
という自家撞着の壁 で ある ｡ Slotbropの 分裂
と解体は, こ の壁 を破るための作家の苦肉の






シ ス テ ム は
ネガテ ィ ブな面が強調 されて描かれ て い る｡
シ ス テ ム は全能か つ 圧倒的な中心力をも つ 巨
大な力と して君臨 し, 他律的諸制度を人 利 こ
強要 して い る｡ その 意味秩序は常にテ クノ ロ
ジ ー と産業資本主義の利益 に基 づ い て 企図さ
れ, 抑圧 と覇権の実践を通 して必然的, 普遍
的なも の と して作用するにまで 至 っ たの で あ
る ｡ 伝統的社会秩序や生活習慣は ｢私た ちに
与 えられたも の ではなく , 私たちが作っ たも
の ｣ で あるとい うポ ス トモ ダ ニ ズム の意識か
ら出発 して , 人工物と して の西欧近代の文化
装置を再考する時, 判明するの は ある支配 の
道具とな っ て い る文化 とい う皮肉な事実で あ
る｡ しかも, イデオ ロ ギ ー 装置 の網の 目は ,
構造主義的に人 々 の中に埋め込まれ て い るた
め, 支配する者が支配される者を抑圧 し, 刺
御 して いる こ とを知 らずに , 人 々 は自律 した
各自の 意志 によ っ て シ ス テ ム に同意 し, 協力





シ ス テ ム の ポジ
テ ィ ブな面も小説に描かれて い るこ とを忘れ
ては ならない ｡ Geliが考えるように , そもそも
文化とは, 自然とい う怪物 の脅威や予軌不能
の 事柄か ら無防備な弱 い 人間を守り, 安定 し
た秩序を保とうとする人間 の願望か ら誕生 し
た｡ 人間の本能的願望 の 組み合わせ か ら自然




シ ス テ ム の規範や伝統に は , 理性 に
わかりやすい法則や人 の心 を安心させ る規則
性が あるの だ ｡ 死を忌避 し, 強さや安定性や
不滅 を求め る心は, Jamf やBlic e r oのような
科学者だけが持 っ て い る の では ない ｡ E dgar
M orinも指摘して いるように, ホ モ ･ サ ピ エ ン






,i, ス テ ム は ただ















シ ス テ ム の拘束性と閉鎖性の解体
をもくろむカウンタ ー ･ フ ォ ー ス に つ いても,
Slothropの最終的な姿を通 して不毛な点が浮
かび上がっ て い る｡ 彼らが解体しようとする
社会秩序の位階的区別や, 不平等を招く差異
化が解消された社会とはどの ようなもの か｡
一 切 の支配に終止符をう っ た社会, 全てが差
異をもたず, 同じ価値となっ た世界で は, 自
由主義的な無関心と無感動が訪れるだけなの
である｡ 全て が同 じ価値を持つ か ら, 何もの







シス テ ム とカウン タ
ー ･ フ ォ ー ス の対決を通 して訴えようと して
い るの は, 作品に頻繁に描かれる垂陀薙が暗
示するように , 二 者択 一 で はなく, む しろ両
者の 相互作用的な対話の必要性で あろう｡ 社
会の伝統が維持する差異や規則は必要で ある｡
しか し継承した秩序は, 一 義的な固定性をもっ
て拘束して はならない ｡ シス テム は常にそ の
根拠 につ い て透明で , オ ー プ ンで なければな
らず, カウンタ ー ･ フ ォ ー ス 的力によ っ て浸
食破壊され , 新しい創造がなされる余地 を残
しておか なければならない の で ある｡
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注 釈
* 1小説で は比倫と して , 有名な映画の場面やその登場人物, 俳優が頻繁に使われて いる ｡ これ はも
の を見る作者の目がメディア によ っ て 強い影響を受けて い ることを示 して い る｡ また, 重要な概
念は全て ドイツ語式に大文字の ス ペ ル から始ま っ て い る ｡ これも価値の位階的序列 - の思考が作
者を縛 っ て い ることを暗示 して い る｡ あえて そうした点を作品で 誇示することによ っ て , 作者は
人に及ぼす構造主義的な影響を読者に訴える技法と して い たの で はない だろうか｡ (なお,最新作
Ma s o n& Dix o n(1997)で は, 大文字で始まる名詞 が頻出する｡ これ は当時の c apitalo m aniaを真
似て , 作品 の舞台となる18世紀を再現する/J､道具とすると同時に, 差異化に拘束された作者を誇
示する技法よりも, む しろ非差異化された世界を前面 にだす戦略にPyn cbo nが転 じたことを示 し
て い るように 思われる｡)
48 村 上 恭 子
* 2 この 点に関 して は, すで に拙論 rThe Crying ofLot 4 9 における文化 の両義性｣
(高岡短期大学紀要 Vol.3 135-48) で詳しく論じた事柄で ある ｡
ピン チ ョ ンに おけるポス トモ ダ ニ ズム の カウ ン タ ー フ ォ ー ス
Pyncho n
'
s Co unterfo rc ein Po stm ode rn period
Kyoko･M U M I
(Rec eiv ed October15,1997)
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A BSTRACつF
Po stm ode rnis m period is the tim e when vario u scutural devices, s u ch a s soci aln o r m s,
dis c ou rs es,signs andc odesdo n otalw aysden otetheir referent, andpe ople are m o rec onc ern ed
abo uttheir a rti丘ciality. In th ispaper,Ⅰwi 11 discu s sthe sedevice s of Western m ode rn culture
andthe po w er structure whichprodu ces them thro ughGra vity
'
s Rainbo w, the representative
w o rkof T ho m a sPyncho n, atypicalpo stm ode m n ov elist. T he valu e system of Weste rn m od-
e rn cultu re symbolized by
`T hey syste m
'
co mesfrom one u nited idea oft∝hn olog y,indu strial
capitalis m and C h ristian m o rals. People acceptit a s ne c es s a ry and
l
u niversal, since they are
brain wa shedto th inks othroughthe structuristic effe ctofideolog yalla rou nd them . How ever,
o n c etheybeco m eco n scio u s ofthe artific ality of these c ultu ral device s and reco nsider their
validity, they will disco ver theirha rmfu l influencein the re straint of fixed m e aning, and in
theirarbitr arines s and heteronom y. lmo rderto e s c apefro m theirinfluenc e,Pynchon sho w s v a r-
ious strategies thro ughe xperim entaltechniqu e sto u nde rmine and de c on struct thetraditional
valu e system ,.
Ⅰwi 11 alsodis cu s Pyn cho n
'
s str ategies and sho w whathethinks abo uttheide-
alistic state of We ster mode rn c ultu re.
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